
 

 
特集 飯綱神社の文化財①

萱田にある飯綱神社は室町時代の武将太田道灌にゆかりのある神社です。太田道灌が米本城を攻めた時に

飯綱神社のある権現山に陣を張り，自らの守り本尊である十一面観音菩薩に誓いを立て，戦いに勝ったなら

ばこの像を陣地に安置すべしと祈願しました。何とか戦に勝った道灌は像を安置したと言われています。そ

れから約 140 年を経た元和 8 年（1622 年）に近くに白狐が現れて，17 日間連続で泣き叫んだ後に十一面観音

菩薩が村人の夢に現れ，「北東の方角に埋まっている」と告げ，村人が実際に掘り起こしてみると太田道灌が

埋めた十一面観音菩薩像が埋まっていたという伝承があります。 

飯綱神社は 33 年に一度行われる「三十三年式大祭」や昭和 30 年代頃までは毎月 24 日の縁日に市（いち）

が立ち「権現様の市」が開かれたりするなど，古くからこの地域の中心として多くの人たちで賑わいました。 

今回は，貴重な文化財を数多く有する飯綱神社の市指定文化財「飯綱神社本殿・拝殿・玉垣・参道石段」，

「飯綱神社鐘楼」，「神馬の絵馬」，「雨乞い祈祷の絵馬についてご紹介します。 

 

○飯綱神社本殿・拝殿・玉垣・参道石段（市指定文化財） 

 本殿は御神体を安置する場所なので通常中に入ることは 

できません。飯綱神社の本殿は延享 5 年（1748 年）に建て 

られたとされていますが，現存するものは再建されたもの 

で安政 3 年（1856 年）のものと考えられます。大きさは正 

面 3.7ｍ，側面 2.3ｍで，祀られているのは宇賀之御魂命 

（うがのみたまのみこと）と言い，簡単に言うとお稲荷様 

で食物をつかさどる神様です。 

 通常神社で我々がお参りを行う所は拝殿（はいでん）と 

言います。拝殿は正面 7.35ｍ，側面 4.6ｍで明治 22 年 

（1889 年）に建てられています。 

 玉垣は本殿を囲み神域を区別する塀のことを言います。 

ふつうは四角く囲っているものですが，飯綱神社のものは 

北東部に出っ張った部分があります。これは鬼門除けの為 

とも太田道灌が北東の方向に十一面観音像を埋めたからと 

も言われています。 

 参道石段は高さ 14ｍ，総延長 22.9ｍ，幅 2.65ｍで 58 段 

あります。天保 3 年（1822 年）に当時の石段が大破し，当時 
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の氏子が再建を試みましたが，氏子たちだけでは再建が難し 

かった為，多くの人から寄付を募り再建しました。寄付をし 

た者の名前は傍らに立つ石坂供養塔に刻まれています。その 

後，昭和 7 年の大雨により危険な状態になったことから，現 

在の位置に改め，この時高低差により不足した 2 本を足し， 

現在の形になりました。 

◯飯綱神社鐘楼（市指定文化財） 

 鐘楼は鐘を吊るす建物のことで，本来は寺院にあるべきも 

のです。これは日本では古代から江戸時代までは神様と仏様 

は同じであるという神仏習合の考え方があり，お寺と神社が 

同じ敷地の中にあることも珍しいことではありませんでした。 

しかし，明治時代になるとこれを分離するよう命令が出て， 

多くは壊されたり，別の場所に移されたりしましたが，この 

鐘楼はそのまま残されました。この鐘楼は文化 11 年(1814 年) 

に再建されたもので，構造は二層からなり，上に鐘を吊り下 

げ，下は袴のように開いた板壁となっていることから，この 

ような鐘楼を袴腰（はかまごし）鐘楼といいます。また，か 

つて上の欄間にあった竜の彫物は，神社下の池に浮かべ，実 

際に雨乞いをしたときに使われたと言われています。 

◯神馬の絵馬（市指定文化財） 

 古来，馬は神の乗り物とされていた為，神事には生きた馬 

が献上されていました。その後時代が下ると生きた馬の代 

わりに板に馬の絵を描き，奉納するようになりました。こ 

れが絵馬の始まりとされています。 

この絵馬は天保 6 年（1835 年）に描かれたものです。 

大きさは縦 110 ㎝，横 166 ㎝で春日大社の神主が描いた図 

を写したもので，色彩豊かで絵馬本来の習俗を知ること 

ができる貴重なものです。

◯雨乞い祈祷の絵馬（市指定文化財） 

 周辺に水田を多く抱えるこの地域では，雨の恵みが何よ 

り欠かせないものでした。その為，この地域の人たちはこ 

のような絵馬を奉納し，雨乞いをしました。この絵馬には 

池のほとりに現れた竜に向かって祈祷する僧侶の様子が描 

かれています。これは日照りの際に弘法大師が京都の神泉 

苑という所で雨乞いをし，竜王を呼び寄せ雨を降らせたと 

いう伝承に基づいたものと思われます。飯綱神社には鐘楼 

にある竜の彫物を下の池に持っていき，池に浮かべて雨乞 

いの祈祷をしたとの伝承も残っています。製作年代や製作 

者は不明ですが，色彩豊かで図柄もよく描かれています。 
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